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(

英
語
版)

 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
版)

 

 (

目
次)

 

 

見
果
て
ぬ
平
和 

 

中
東
の
戦
後
七
十
五
年 

(

五)
 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ(

五)
 

 

五
．
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
中
東(

三―

三)
 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
南
ア
ジ
ア
に
直
接
到
達
し
た
の
は
ア
フ
リ
カ
南
端
の
喜
望
峰
を
経
由
す
る
帆
船

ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
陸
上
ル
ー
ト
は
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
或
い
は
ペ
ル
シ
ャ
帝
国
と
の
中
継
貿
易

に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
自
由
な
交
易
が
阻
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
十
五
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
「
大

航
海
時
代
」
が
訪
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
が
海
に
乗
り
出
し
た
最
大
の
理
由
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
領

土
を
迂
回
し
て
胡
椒
や
紅
茶
な
ど
の
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
の
富
を
手
に
入
れ
、
或
い
は
中
国
の
陶
磁

器
、
日
本(

ジ
パ
ン
グ)

の
金
銀
を
手
に
入
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
南
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
洋
の
沿
岸
伝
い
に
東
へ
東
へ
と
進
出
し

て
い
っ
た
。
帆
船
に
よ
る
点
と
点
を
結
ぶ
東
洋
進
出
で
あ
り
、「
大
航
海
時
代
」
は
交
易
の
時
代
で
あ

っ
た
。
自
ら
は
有
力
な
交
易
商
品
を
持
た
な
い
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
イ
ン
ド
洋
ル
ー
ト
の

寄
港
地
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ジ
ャ
ワ
な
ど
の
産
物
を
行
く
先
々
で
仕
入
れ

(

あ
る
い
は
略
奪
し)

、
物
々
交
換
の
差
益
を
巨
大
な
富
と
し
て
自
国
に
持
ち
帰
っ
た
。
そ
し
て
蓄
え

た
富
で
工
業
化
を
図
り
鉄
砲
な
ど
武
器
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
る
と
そ
れ
ま
で
ま
が
り
な
り
に
も

対
等
で
あ
っ
た
交
易
が
、
十
九
世
紀
に
は
武
器
に
よ
る
侵
略
す
な
わ
ち
「
植
民
地
主
義
」
に
よ
る
ア

ジ
ア
支
配
の
時
代
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。 

http://ocininitiative.maeda1.jp/005PeaceOnHorizenPrologue5English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/005PeaceOnHorizenPrologue5Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/MEHistoryJapaneseRev.html
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西
欧
諸
国
に
と
っ
て
ア
ジ
ア
・
ル
ー
ト
の
最
大
の
障
害
は
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
で
あ
っ
た
が
、
植
民
地
侵
略
を
通
じ
て
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ

支
配
地
域
は
徐
々
に
浸
食
さ
れ
、
十
九
世
紀
後
半
の
１
８
６
９
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
が
ス
エ
ズ
運
河
を
建
設
、
そ
の
後
英
国
が
実
質
的
な
支

配
者
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
地
中
海
か
ら
ス
エ
ズ
運
河
、
さ
ら
に
紅
海
を
経
由
し
て
イ
ン
ド
洋
に
至
る
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
西
欧
列
強
の

ア
ジ
ア
支
配
は
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
１
９
１
４
年
か
ら
１
７
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
で
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
が
敗
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
中
東
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
至
る
広
大
な
ア
ジ
ア
地
域
は
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
西
欧
植
民
地
主
義
国
家
が
支
配

し
、
彼
ら
は
ア
ジ
ア
の
富
を
独
占
し
た
の
で
あ
る
。 
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